
質疑及び一般質問 令和４年５月30日、31日、６月２日に開催された質疑及び
一般質問では、次の議員が質問を行いました。

○質疑及び一般質問の中から一部を掲載します。

質疑及び一般質問の
映像はこちら

総 務 企 画 常 任 委 員 会

健 康 福 祉 常 任 委 員 会

環 境 農 林 常 任 委 員 会

産 経 土 木 常 任 委 員 会

文 教 警 察 常 任 委 員 会

委員長 副委員長

委員長 副委員長

委員長 副委員長

穂積　昌信
（太田市・2期）

亀山　貴史
（桐生市・1期）

久保田　順一郎
（邑楽郡・6期）

伊藤　祐司
（高崎市・4期）

後藤　克己
（高崎市・4期）

岸　善一郎
（高崎市・3期）

安孫子　哲
（前橋市・3期）

井田　泉
（佐波郡・4期）

斉藤　優
（伊勢崎市・1期）

大林　裕子
（北群馬郡・1期）

泉沢　信哉
（館林市・2期）

秋山　健太郎
（太田市・1期）

鈴木　敦子
（高崎市・1期）

井下　泰伸
（伊勢崎市・3期）

酒井　宏明
（前橋市・3期）

金子　渡
（渋川市・3期）

藥丸　潔
（太田市・3期）

本郷　高明
（前橋市・2期）

森　昌彦
（邑楽郡・1期）

委員長 副委員長

大和　勲
（伊勢崎市・2期）

松本　基志
（高崎市・1期）

水野　俊雄
（前橋市・4期）

萩原　渉
（吾妻郡・４期）

川野辺　達也
（邑楽郡・２期）

八木田　恭之
（太田市・1期）

入内島　道隆
（吾妻郡・1期）

高井　俊一郎
（高崎市・1期）

金沢　充隆
（藤岡市・多野郡・1期）

伊藤　清
（安中市・2期）

神田　和生
（藤岡市・多野郡・1期）

追川　徳信
（高崎市・1期）

中沢　丈一
（前橋市・8期）

橋爪　洋介
（高崎市・5期）

中島　篤
（高崎市・4期）

あべ　ともよ
（太田市・4期）

金井　康夫
（沼田市・3期）

加賀谷　富士子
（伊勢崎市・2期）

委員長 副委員長

今泉　健司
（みどり市・2期）

牛木　義
（甘楽郡・1期）

星野　寛
（利根郡・6期）

狩野　浩志
（前橋市・5期）

小川　晶
（前橋市・3期）

井田　泰彦
（桐生市・2期）

矢野　英司
（富岡市・1期）

相沢　崇文
（桐生市・1期）

群馬県議会議長
星名　建市

（渋川市・4期）

群馬県議会副議長
井下　泰伸

（伊勢崎市・3期）議場　副議長選挙（５月24日）

新たな重要施策の企画・立案、情報発信、自主財源の伸長、危機管理、地域振興、芸術文化・スポ ーツの
振興などのほか、他の常任委員会の所管に属さない事項について審査（調査）を行います。

消費者行政の推進、私学振興、少子化対策・保健・医療の充実、社会福祉・社会保障の充実、食品の安全
確保などについて審査（調査）を行います。

環境対策、林業振興対策、食料・農業・農村振興対策、農林漁業災害対策などについて
審査（調査）を行います。

中小企業の振興、観光物産の振興、労働者支援と労働環境整備、道路・橋梁の整備促進、交通対策、
河川・砂防対策の促進、災害復旧対策、公営企業の推進などについて審査（調査）を行います。

教育施設の整備促進、教育体制の確立、交通事故防止対策、災害救助対策などについて
審査（調査）を行います。

令和４年第２回定例会で
正副議長、各常任委員会、
各特別委員会（４面参照）
などの議会構成が決まり
ました。

りょう
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◎群⾺県⽴⼥⼦⼤学におけるトランス 
　ジェンダーの受入れについて

⾃由⺠主党　穂積　昌信
2018年からトランスジェンダーの受⼊れの

検討を開始していますが、これまでの検討状況につ
いて伺います。

学内の検討部会において検討を進めていま
す。課題となっているのは、トイレ・更⾐室等の施
設整備や、学内の教員・学⽣・保護者などの関係者
のジェンダーへの理解を深めることです。これらの
点は、全国の多くの⼥⼦⼤学でも共通する課題と
なっています。⼤学では受⼊れについて前向きに考
えているため、県でも⼤学側の検討状況や意⾒を聞
くなど、対応していきたいと考えています。

◎強度⾏動障害について

リベラル群⾺　小川　晶
県内における強度⾏動障害児者の現状と県の

取組について伺います。
強度⾏動障害のある⽅の多くは施設⼊所を希望

していますが、常に⾒守りや介助が必要となるため、
施設側の体制上の課題もあり、思うように受⼊れが進
まないのが現状です。県では、強度⾏動障害⽀援者養
成研修を実施するなど受⼊れ体制の整備を⽀援してい
ます。今年度は専門家の派遣や施設改修費⽤の助成な
どを⾏うモデル事業を実施する予定であり、今後も必
要な環境整備に取り組んでまいります。

◎日本一の野菜産地づくりに向けた県の 
　取組について

⾃由⺠主党　川野辺　達也
本県の夏秋キャベツと夏秋ナス出荷量が⽇本

⼀を達成しました。「野菜王国・ぐんま」の更なる
発展に向けた、⽇本⼀の産地づくりの取組について
伺います。 

県では、戦略的に重要な野菜を「重点８品
目」に位置づけ、選果場の整備や高性能機械、環境
制御システム等の導⼊による規模拡⼤や⽣産性向上
など、産地の競争⼒強
化 に 取 り 組 ん で い ま
す。今後もグリーン化
など、持続可能な産地
づくりを推進し、「野
菜王国・ぐんま」の更
なる発展を目指します。

◎農林業分野における知事のトップセー 
　ルスについて

⾃由⺠主党　⾦井　康夫
知事は就任以来、各分野において精⼒的に

トップセールスを実施していますが、農林業分野に
おける取組について伺います。

農業分野では、県産農畜産物の付加価値向上
やリトリートの聖地に向けた連携などについて、企
業のトップにアプローチしています。薬⽤作物の栽
培は、農家の経営安定に資することが期待されるた
め、栽培拡⼤をお願いしました。また、林業分野で
は、林業改⾰への連携や県産⽊材の活⽤をＰＲして
います。今後もトップセールスを通じて、本県の農
林業の可能性を広げていきたいと考えています。

◎県産農畜産物のブランド⼒向上について

⾃由⺠主党　神田　和生
県産農畜産物のブランド⼒を向上させるため

の取組をどのように推進していくか伺います。
本県の農畜産物は、知事就任以来、Ｇ-アナ

ライズ＆ＰＲチームによる分析結果に基づいた農畜
産物の高付加価値化に取り組んでいます。今年度
は、①⺠間のマーケティング⼿法を活⽤した戦略の
策定、②「（仮称）ぐんまプレミアム認証制度」
の創設に着⼿、③メディアミックスによるプロモー
ションの展開、④海外における販路拡⼤等により、
ブランド⼒の向上を図ります。

◎低出生体重児の支援とリトルベビーハ 
　ンドブック（※）について

令明　あべ　ともよ
群馬県における低出⽣体重児の出⽣状況と⽀

援の現状、リトルベビーハンドブックの作成につい
て伺います。

令和２年に⽣まれた低出⽣体重児は全体の約
９％にあたる1,069⼈で、⺟⼦保健法に基づき市町
村が主体となって⽀援を実施しています。県では市
町村の取組を⽀援しているほか、⼊院が必要な１歳
未満の低出⽣体重児の医療費の⼀部を負担するなど
しています。来年度に⾏われる⺟⼦健康⼿帳の改訂
状況を踏まえ、リトルベビーハンドブックの作成に
ついて対応を検討したいと考えています。

◎県⽴多々良沼公園及び周辺の活性化に 
　ついて

⾃由⺠主党　森　昌彦
県⽴多々良沼公園と周辺の活性化及び地域の

市⺠団体等との連携について、県の考えを伺います。
地域の活性化に向けては、地域の主体的な

取組が重要であることから、館林市や⾢楽町の当該
地域の活性化に向けたビジョンや取組を把握した上
で、県として必要な⽀援策について、連携して検討
し て ま い り ま す 。 ま
た、従来より自然再⽣
に向けた活動やイベン
トを市⺠団体等と共同
開催しており、今後も
地域の⽅々と連携した
公園運営に取り組んで
まいります。

◎県⽴夜間中学の設置場所について

⾃由⺠主党　⻫藤　優
伊勢崎市に設置予定の夜間中学の設置場所に

ついて、検討状況を伺います。
令和６年４⽉に開校を予定している夜間中

学については、全県から通いやすく、教室等の確保
ができることから、県総合教育センターに設置しま
す。多様な背景を持つ⽅々が社会の⼀員として活躍
できるよう、企業と連携したＩＣＴ教育やキャリア
教育の充実を図るほか、個々のニーズに合わせてオ
ンラインと対面による教育を実施するなど、全国に
先駆けた「ハイブリッド型の県⽴夜間中学」を目指
します。

◎温泉文化のユネスコ無形文化遺産登録 
　への県の取組について

⾃由⺠主党　萩原　渉
温泉⽂化世界遺産研究会の活動も５年目とな

り、⽇本固有の⽂化遺産である温泉⽂化の保護・振
興の必要性が明確となってきました。今後の県の取
組について伺います。

全国屈指の「温泉⼤国」である本県にとっ
て、ユネスコ無形⽂化遺産登録を目指していくこと
は⼤変意義のあることです。登録に向けては、温泉
⽂化の定義づけなど、だれもが納得する理屈の整理
と、政策を実現するための体制作りが必要です。決
して簡単なことではありませんが、これから本格的
に取り組んでいきたいと考えています。

◎孤独・孤⽴対策について

リベラル群⾺　本郷　高明
国が孤独・孤⽴対策の重点計画を策定しまし

たが、県はどのように取り組んでいくのか伺います。
孤独・孤⽴対策では、問題が深刻化する前

に、⽀援を必要としている⽅の状況に応じた適切な
相談・⽀援を⾏っていくことが重要です。県では、
これまでも、県⺠の抱える様々な問題に応じた相談
体制の整備を進めてきました。孤独・孤⽴の問題を
抱える当事者やその家族が、⽀援を求めやすい社会
の実現に向け、しっかりと取り組んでまいります。 

◎部活動の地域移⾏に係る準備状況につ 
　いて

⾃由⺠主党　⻲⼭　貴史
中学校における休⽇の部活動の地域移⾏につ

いて、令和５年度から段階的な移⾏が開始されます
が、本県の準備状況を伺います。

県教育委員会では、市町村教育委員会や学校
に対し、段階的な移⾏に向けた検討をお願いしてい
ます。令和３年度の試験的な取組により、指導者の
選任などの課題も明らかになっています。休⽇の部
活動指導を希望する教
職 員 の 兼 職 兼 業 も 含
め、部活動に係る環境
整備と学校の働き⽅改
⾰の両⽴に向けて、引
き続き関係機関と連携
して取り組んでまいり
ます。

◎サイバーセンターの設置について

⾃由⺠主党　橋⽖　洋介
令和４年４⽉に、新たにサイバーセンターが

設置されたところですが、期待される効果について
伺います。

サイバー犯罪捜査係やサイバーセキュリティ
対策係等の統合により、事案発⽣時の迅速な対応や
連携強化などの点で効果があると考えます。また、
県警内で高度な知⾒を有する⼈材が切磋琢磨し、技
術を高め合う相乗効果も期待しています。サイバー
犯罪の迅速・的確な捜査、被疑者の検挙、被害防⽌
対策を推進し、県⺠が安全・安⼼に利⽤できるサイ
バー空間の実現に全⼒で取り組んでまいります。

5月30日（月） 6月2日（木）5月31日（火）

夏秋キャベツ 県⽴多々良沼公園 部活動の様⼦

※リトルベビーハンドブック…⼩さく⽣まれた低出⽣体重児の成⻑を記録できる専⽤の⼩冊⼦。


